
別
表
の
二
の
表
福
島
県
の
項
中「

岩
瀬
郡
天
栄
村
大
字
羽
鳥
字
水
上
五
の
一

東
北
農
政
局
阿
武
隈
土
地
改

良
調
査
管
理
事
務
所
羽
鳥
ダ
ム
管
理
所
」を「

岩
瀬
郡
天
栄
村
大
字
羽
鳥
字
水
上
五
の
一

耶
麻
郡
北
塩
原
村
大
字
桧
原
字
剣
ケ
峯
一
〇
九
三

東
北
農
政
局
阿
武

裏
磐
梯
自
然
保
護

隈
土
地
改
良
調
査
管
理
事
務
所
羽
鳥
ダ
ム
管
理
所

官
事
務
所

」
に
改
め
る
。

別
表
の
二
の
表
群
馬
県
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

島
根
県

飯
石
郡
飯
南
町
角
井
一
八
九
一
の
二
〇

中
国
地
方
整
備
局
出
雲
河
川
事
務
所
志
津

見
ダ
ム
管
理
支
所

一
級
地

平成™›年š月š—日 金曜日 (号外第�š号)官 報

別
表
の
二
の
表
備
考
中
「
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
」
の
下
に「（
裏
磐
梯
自
然
保
護
官
事
務
所
及
び
中
国
地
方
整
備

局
出
雲
河
川
事
務
所
志
津
見
ダ
ム
管
理
支
所
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
）」を
加
え
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

人
事
院
は
、
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
人
事
院
規
則
九
e

一
二
三
（
本
府
省
業
務
調
整
手

当
）
の
一
部
改
正
に
関
し
次
の
人
事
院
規
則
を
制
定
す
る
。

平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
日

人
事
院
総
裁

江
利
川

毅

人
事
院
規
則
九
e

一
二
三
e

九

人
事
院
規
則
九
e

一
二
三
（
本
府
省
業
務
調
整
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
人
事
院
規
則

人
事
院
規
則
九
e

一
二
三
（
本
府
省
業
務
調
整
手
当
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
五
号
中
「
予
防
課
」
を
「
総
務
課
」
に
改
め
、
同
条
第
十
三
号
中
「
、
海
洋
情
報
部
及
び
交
通
部
」を「
及

び
海
洋
情
報
部
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

人
事
院
は
、
国
家
公
務
員
法
に
基
づ
き
、
人
事
院
規
則
一
〇
e

五
（
職
員
の
放
射
線
障
害
の
防
止
）
の
一
部
改
正
に

関
し
次
の
人
事
院
規
則
を
制
定
す
る
。

平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
日

人
事
院
総
裁

江
利
川

毅

人
事
院
規
則
一
〇
e

五
e

八

人
事
院
規
則
一
〇
e

五
（
職
員
の
放
射
線
障
害
の
防
止
）
の
一
部
を
改
正
す
る
人
事
院
規
則

人
事
院
規
則
一
〇
e

五
（
職
員
の
放
射
線
障
害
の
防
止
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
五
項
中
「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
こ
れ
」
を
「
当
該
放
射
性
物
質
若
し

く
は
荷
電
粒
子
加
速
装
置
か
ら
発
生
し
た
放
射
線
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

人
事
院
は
、
国
家
公
務
員
の
留
学
費
用
の
償
還
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
人
事
院
規
則
一
〇
e

一
二
（
職
員
の
留

学
費
用
の
償
還
）
の
一
部
改
正
に
関
し
次
の
人
事
院
規
則
を
制
定
す
る
。

平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
日

人
事
院
総
裁

江
利
川

毅

人
事
院
は
、
国
家
公
務
員
法
に
基
づ
き
、
人
事
院
規
則
一
一
e

八
（
職
員
の
定
年
）
の
一
部
改
正
に
関
し
次
の
人
事

院
規
則
を
制
定
す
る
。

平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
日

人
事
院
総
裁

江
利
川

毅

人
事
院
規
則
一
一
e

八
e

二
八

人
事
院
規
則
一
一
e

八
（
職
員
の
定
年
）
の
一
部
を
改
正
す
る
人
事
院
規
則

人
事
院
規
則
一
一
e

八
（
職
員
の
定
年
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
五
号
中
「
国
立
知
的
障
害
児
施
設
」
を
「
国
立
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

人
事
院
は
、
国
家
公
務
員
法
に
基
づ
き
、
人
事
院
規
則
一
二
e

〇
（
職
員
の
懲
戒
）
の
一
部
改
正
に
関
し
次
の
人
事

院
規
則
を
制
定
す
る
。

平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
日

人
事
院
総
裁

江
利
川

毅

人
事
院
規
則
一
二
e

〇
e

三
四

人
事
院
規
則
一
二
e

〇
（
職
員
の
懲
戒
）
の
一
部
を
改
正
す
る
人
事
院
規
則

人
事
院
規
則
一
二
e

〇
（
職
員
の
懲
戒
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
条
第
七
十
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

七
十
四

関
西
国
際
空
港
及
び
大
阪
国
際
空
港
の
一
体
的
か
つ
効
率
的
な
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二

十
三
年
法
律
第
五
十
四
号
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
設
置
管
理
法
」
と
い
う
。）附
則
第
十
九
条
の
規
定
に
よ
る

廃
止
前
の
関
西
国
際
空
港
株
式
会
社
法
（
昭
和
五
十
九
年
法
律
第
五
十
三
号
）
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
関
西
国
際
空

港
株
式
会
社
（
設
置
管
理
法
の
施
行
の
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
も
の
に
限
る
。）

第
九
条
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

百
五
十
二

株
式
会
社
国
際
協
力
銀
行

百
五
十
三

新
関
西
国
際
空
港
株
式
会
社

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
九
条
第
七
十
四
号
の
改
正
規
定
は
、
同
年

七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

人
事
院
規
則
一
〇
e

一
二
e

一
七

人
事
院
規
則
一
〇
e

一
二
（
職
員
の
留
学
費
用
の
償
還
）
の
一
部
を
改
正
す
る
人
事
院
規
則

第
一
条

人
事
院
規
則
一
〇
e

一
二
（
職
員
の
留
学
費
用
の
償
還
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

七
十
四

株
式
会
社
国
際
協
力
銀
行

七
十
五

新
関
西
国
際
空
港
株
式
会
社

第
二
条

人
事
院
規
則
一
〇
e

一
二
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
中
第
二
十
六
号
を
削
り
、
第
二
十
七
号
を
第
二
十
六
号
と
し
、
第
二
十
八
号
か
ら
第
七
十
五
号
ま
で
を
一

号
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
の
規
定
は
、
同
年
七
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。
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